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(Eは相関距離, u2は第 2音波の速度 )で与えられることを示 したO



























(早 ま熱流 )を実測し, Ahlers& Pobel14)の質量拡散係数の実験値を用いて,濃度勾配の
無いときの熱伝導度を得ている｡この振舞いは,予想通 りT-TAで,
(～ )gradX3- 0∝ 8-%
でほ 与ゞえられる.且つ,この臨界指数の値 1/3は3He濃度にほとんど依存 しない｡
3He-4He系での熱伝導に関連しては,この他,熱拡散係数 と質量拡散係数の2つの自由度
から決まる2つのeigenmodesのことなど幾つか重要なことが有るが,ここでは割愛させてい
ただく｡
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